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はじめに 
 

本書に含まれる内容は予告なく変更される場合があります。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品の適合性、暗黙の保証、運用における損

害、及び、本書の使用に関連した損害について責任を負いかねます。また、本製品は、日

本国外、軍事目的、原子力設備で使用されないことを前提としております。 

株式会社ニューテックは、本書に記載された製品へ記録されたデータについて、その消失・

誤記録における責任を負いかねます。 

(データのバックアップは、システム管理者の責任において実施が必要です。) 

本書は、著作権によって保護された情報を含んでおり、本書のいかなる部分も、株式会社

ニューテックの書面による許可の無いまま、コピー、再版、他言語への翻訳を行ってはい

けません。 

 

株式会社ニューテック 

〒105-0013 

東京都港区浜松町 2丁目 7-19 KDX浜松町ビル 

https://www.newtech.co.jp 

 

Copyright© 2022,Newtech Co.,Ltd. All rights reserved. 

 

 

 

 

本書利用者の前提条件 
 

本書は、コンピュータ装置の運用管理技術を有し、本書に記載された製品を利用するため

の、コンピュータ OS(基本ソフト)のインストール及びシステム変更の知識、及び、安全な

運用や発生する問題を解決できる人を前提としています。 

http://www.newtech.co.jp/
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この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症

を負う可能性が想定される内容を示しています。 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負う可能性

が想定される場合及び物的損害の発生が想定される内容を示しています。 

この記号は、強制（必ずすること）の行為であることを示します。具体的

な強制内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この記号は、注意（警告を含む）をうながす内容があることを示します。

具体的な注意喚起内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

この記号は、禁止（してはいけないこと）の行為であることを示します。

具体的な禁止内容をこの記号の中や近くに絵や文章で示します。 

 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡、または重症

を負う危険が切迫して生じる場合が想定される内容を示しています。 

本製品は水を使う場所や湿気の多い所で使用しないで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

本製品やコンピュータ本体から煙が出たり異臭がした場合は、直ちに電源

を切り、電源コードをコンセントから抜いて下さい。 

すぐに販売店または弊社サポート窓口までご連絡下さい。 

そのまま使用すると火災や感電、故障の原因となります。 

本製品の内部に水などの液体や異物を入れないで下さい。 

万一入った時は、すぐに電源コードを抜いて販売店または弊社サポート窓

口までご連絡下さい。 

本製品の分解、改造、修理をお客様ご自身で行わないで下さい。 

本製品や火災や感電、故障の原因となります。 

安全にお使いいただくために 
 

本製品を安全にお使いいただき、ケガや機器の障害を未然に防止するために、以下の注意

事項を良くお読み下さい。 

表示の意味 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警告 
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注意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本製品に添付又はオプションのケーブル、コネクタ以外はご使用にならな

いで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

ぬれた手で電源プラグを触らないで下さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

電源プラグの端子にほこりや金属物が付着したままご使用にならないで下

さい。 

火災や感電、故障の原因となります。 

万一付着している場合は、良く拭き取ってからご使用下さい。 

電源プラグはコンセントの奥まで確実に挿し、アースを取ってご使用下さ

い。 

火災や感電、故障の原因となります。 
※本製品ではアース付きの３端子タイプの電源プラグを使用していますが、一時的にアース線付き 

 の３端子－２端子変換アダプタを使用する場合も必ずアース線を接続してご使用下さい。 

本製品の上に乗ったり、物を乗せたりしないで下さい。 

機器が故障や、倒れてケガの原因になります。 

リチウム電池の取り扱いについては、次のことを必ず守って下さい。 

本装置の内蔵バッテリには、リチウム電池が使われています。取り扱い

を誤ると、発熱、破裂、発火などの危険があります。 

・ 充電、電極除去、分解をしない 

・ 加熱、焼却をしない。 

・ 電池は水にぬらさない 

・ 子供が飲み込んだりしないように、十分注意する 

・ リチウム電池を廃棄する場合は、地方自治体の条例、または規制に従

ってください。 

・ バッテリの極性（＋、－）を正しく取り付けること。間違えると発熱、

破裂、発火などの危険があります。 
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MegaRAID Storage Manager(MSM)の使用方法 
MSMをインストールした PCなどから、リモートで RAIDを管理（RAIDステータス確認、ログの確認/取得、障害メ

ール通知設定など）することができます。 

 

1.MSM操作方法 

＜iXサーバの場合＞ 

① 管理用 PC上にインストールした MSMからサーバの MSMに接続し、GUI画面を操作する方法 

※iXをご使用の場合は、MSMによる障害通知は iXの WEB GUI のイベントビューアに通知されます。 

 

 

 

 

 

MegaRAID Storage Manager(MSM)インストール用ファイル  

以下の MegaRAID Storage Manager (MSM)インストール用ファイルは、弊社の iX サポートページ 

(https://www.newtech.co.jp/support/ix/)からダウンロード可能です。 

ファイル名 MSM バージョン 対応 OS 

17.05.06.00_MSM_Windows.zip 17.05.06.00 Windows OS 用（x86,x64） 

Windows 2012, Windows 2012R2, 

Windows 2016 

Windows 8, Windows 8.1, Windows 10 

17.05.06.00_MSM_Linux_x64.gz 17.05.06.00 Linux OS 用 

※旧バージョンには、Apache log4j の脆弱性があります。旧バージョンをお使いの場合は、上記のバージョ

ンにアップデートしてください。 

フルアクセス権での操作には注意して下さい。 
フルアクセス権で操作を行うと、WebBIOSと同様に RAID構成の消去などのデータ消去に

関する操作も可能になります。十分に注意して操作を行って下さい。 
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1-1.管理 PC（Windows）への MSMインストール 

※iX の場合、サーバに MSM が既にインストールされているため、サーバにインストールする必要はありません。 

 

①弊社の iXサポートページ(https://www.newtech.co.jp/support/ix/)から 17.05.06.00_MSM_Windows.zipと Javaファイルを

ダウンロードします。 

 

②①でダウンロードした Java ファイルを解凍して、C ドライブに配置します。 

 例）C:\jre\jdk8u322-b06-jre 

 

③システムの詳細設定を開き、環境変数を開きます。 

 

④システム環境変数に、以下を新規で作成します。 

 変数：JRE_HOME 

 値：C:\jre\jdk8u322-b06-jre 

 ※値は、②で配置したフォルダを指定します。 

 

⑤①でダウンロードした 17.05.06.00_MSM_Windows.zip を任意の場所で解凍します。 

 

⑥展開された Disk1 フォルダ内の setup.exe をダブルクリックし、インストールを開始します。 

※セキュリティの確認画面が表示される場合は、インストールを続けるように操作します。 

 

⑦Microsoft Visucal C++ 2005 Redistributable Package が入っていない場合はウィザードに従いインストールします。 

 

 

⑧MSM の InstallShield Wizardの画面が表示されます。[Next]で次に進みます。 
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⑨License Agreement の画面で、I accept the terms in the license agreement を選択して、[Next]で次に進みます。 

 

 

⑩Customer Informationの画面で、Organizaitonの入力やAllow availability of this application for:の設定を適時選択して、

[Next]で次に進みます。 

 

 

⑪Destination Folder の画面で、デフォルトで、[Next]で次に進みます。 

 

 

⑫Setup Type の画面で、Complete を選択して、[Next]で次に進みます。 
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⑬LDAP Logon Information 画面で、LDAP の設定を行ない、[Next]で次に進みます。 

  LDAP を使用しない場合は、“NO”を選択し、[Next]で次に進みます。 

 

⑭Ready to Install the Program の画面で、[Install]でインストールを実行します。 

 

 

⑮InstallShield Wizard Completed 画面が表示されたら、[Finish]で完了します。 

 

 

Linux用の MSMを使用する場合は、Linux用 MSMの readme.txt を参照してインストールを行なってください。 

 

MSM インストール後は、Patrol Read および ConsistencyCheck の設定を行なってください。 

（「1.8 パトロールリード・整合性検査（ConsistencyCheck）」以降を参照ください。） 

 

 

1-2.MSMのアンインストール 

[スタート] → [全てのプログラム] → [MegaRAID Storage Manager] → [Uninstall]を選択して、MSMのアンイ

ンストールを実行します。 

 



5 

 

1-3. MSMの起動 

管理 PCのデスクトップ上のアイコンをダブルクリックするか、または、[スタート] → [全てのプログラム] → 

[MegaRAID Storage Manager] → [Startup UI]を実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Loginをクリック後、MSMホーム画面が表示されないときは、インストール時に設定したシステム環境変数が反

映されていない可能性があります。その場合は、PCの再起動を行ってください。 

左図が表示されたら 

①サーバの IPアドレスを入力して、

[Discover Host]ボタンを押します。 

 

②Remote Servers に表示された IPアドレス

をクリックします。 

 

※[Configure host]をクリックするとサーバ

検索方法を設定・変更できます。 

 

ログイン画面が表示されるので、ユーザ名とパスワードを

入力し、ログインボタンをクリックします。 

ユーザ名とパスワードの初期設定は以下の通りです。 

 

【iXの場合】 

＜フルアクセスユーザ＞ 

User Name ：raid 

Password ：raid 

 

＜読み取り専用アクセスユーザ＞ 

User Name ：raidview 

Password  ：raidview 

 

iXをご使用の場合、パスワードは iXの WebGUIの 

ハードウェア RAID機能から変更可能です。 

 

① 

② 
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＜MSMホーム画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①メニューバー 

②Dashboard/Physical/Logical 切り替えタブ 

③Dashboard/Physical/Logical ビュー 

④イベントビューワ 

⑤Propertyビュー 

 

 

⑤ 

① 

② 

③ 

④ 
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Dashboard/Physical/Logical 切り替えタブで Logicalに切り替えます。 

この画面により HDD、Virtual Drive（ロジカルドライブ）の構成状況が確認できます。

 
 

 

Logicalビューの確認したい項目をクリックすると、Property ビューに詳細な情報が表示されます。 
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1-4. イベントログ取得方法 

メニューバーの[Log]-[Save]または[Save as Text]をクリックすると、保存先を設定する画面が表示されるので、

保存先を設定し[Save]ボタンをクリックします。保存先にログが作成されます。 

テキストベースのログを取得する場合は、[Save as Text]をクリックしてください。 

 

※取得したログは MSM画面の[Log]－[Load]から MSM画面で表示できますが、テキストベースのログは MSM画面に

ロードすることはできません。 

 

 

 

 
より詳細なログを取得する場合は、TTYログを取得します。 

[Physical]タブ（または[Logical]タブ）を選択し、RAIDコントローラを選択した状態で、右クリックし、[Save TTY 

Log]をクリックします。ファイルの保存場所を指定し保存します。 

保存中に一時的に MSM画面がフリーズすることがありますが、ログが保存された後に回復します。 

 

 
 

MSM画面のフリーズが長時間続き、回復させたい場合は、サーバのタスクマネージャーを起動し[プロセス]タブの

[アプリ]にある「Java(TM)Platform SE binary(32 ビット)」を選択して、タスクの終了をクリックし、MSMを終

了後、再度 MSMを起動してください。 
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1-5. イベントの Email 通知 

RAID カードとディスクに関する詳細な通知を行う場合は、MSMで通知内容を設定することが可能です。 

MSM のメニューから[Tools]→[Monitor Configure Alerts]を選択します。 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

[Mail Server]タブを選択します。 

「Sender email address」に送信者のメールアドレ

ス、「SMTP Server」にメールサーバの IPアドレス

を入力します。 

メールサーバにより、認証が必要な場合は設定を行

います。（メールサーバによってはメールを受信で

きない場合があります） 

 

[Email]タブを選択します。 

 

※メール通知機能を使用しない場合は、「Recipient email address」

にデフォルトで設定されている“root@localhost”は削除せず、そ

のままにしてください。 

 

＜メール通知機能を使用する場合＞ 

「New recipient email address」に受信者のメールアドレスを入

力して、[Add]で追加します。 

root@localhost は削除して問題ありません。 

[Test]ボタンを押すとテストメールを送信します。 
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通知のレベル(Severity Level)はメッセージの重要度の順に、「Fatal」、「Critical」、「Warning」、「Information」

の 4種類があります。 

デフォルト設定では、メールの通知は「Fatal」レベルのみ送信される設定になります。 

 

通知レベルの設定変更は以下の手順で行います。 

MSMのメニューから[Tools]→[Monitor Configure Alerts]を選択します。 

MSM Log（Change Individual Events）の設定に関しては、変更しないことをお勧めします。 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

通知設定の構成が表示されます。 

 [Severity Level]を選択して、[Edit]ボタンを選択しま

す。 

 

アラートの出力先を指定します。 

出力させたい項目にチェックを入れ[OK]を押します。 

 

※iXでは、Popupは未サポートです。 
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1-6. アラーム音の停止 

1-6-1.MSMからのアラーム音停止 

 

ディスク障害などが発生すると、RAID コントローラはアラーム音を鳴らします。 

現在のイベントで発生しているアラームを止めるには[Go To] → [Controller] → [Silence Alarm]を選択します。 

（Dashboard 画面の Action 欄にある[Silence Alarm]をクリックしてもアラームを停止できます。） 

アラームを鳴らさない設定にするためには、[Disable Alarm]を設定します。 

アラームが鳴る条件については、「Cloudy Ⅳ ユーザーズマニュアル」を参照ください。 

 

 
 

 

 

■ iXのコンソールからもアラームを停止することが出来ます。 

iXのサポートページ(https://www.newtech.co.jp/support/ix/)のコンソール操作手順書を参照ください。 
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1-6-2. Web BIOSからのアラーム音停止 

 

1. サーバを再起動させ、RAID認識後の以下の画面で、【Ctrl】＋【R】を同時に押し Web BIOS 画面に入ります。 

 

 
 

2. 【Ctrl】＋【N】を 2回押して、Ctrl Mgmtタブを開きます。 

 
 

3. [Alarm Control]内の項目を選択し、[Apply]を選択すると設定が反映されます。 

Enable：有効(デフォルト) アラーム音を出さない場合は、Disableにします。 

Silence：発生しているアラーム音の停止（一時的な停止） 

 

 

4. 変更が完了したら、【Ctrl】＋【Alt】＋【Del】を同時に押し、装置を再起動させます。
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1-7. グローバル・ホットスペアの設定 

MSMの「Physical」タブ（または「Logical」タブ）でグローバルホットスペアに指定する物理ディスクを選択し

ます。 

物理ドライブのステータスが「Unconfigured Good」となっているものを選択します。 

 

 
 

 

メニューの対象となるディスクを選択した状態で右クリックし [Assign Global Hot Spare]をクリックします。 

 
 

ドライブのステータスが「Global Host Spare」に変わります。 
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1-8. パトロールリード・整合性検査（Consistency Check） 

HDDが故障した場合、冗長性のある RAID構成ならばリビルド処理により再度冗長性を回復しますが、リビルド処

理を行う場合、残存 HDDの全領域が正常に読み込めることが前提になります。アクセス頻度が低いファイルや未

使用領域に HDD障害が発生していた場合、内在していた障害がリビルド処理中に発生する場合があります。冗長

性の無い状態で HDD障害が発生した場合データの復旧はできません。 

 

以下に説明します整合性検査やパトロールリードの定期的な実施による HDD障害の早期発見はシステムの安定稼

働に有効です。 

 

 

 対象 概要 

パトロールリード 

Patrol Read 
HDD 

スペアディスク含む全 HDD の全領域を検査し、不良セクターを

検出した場合、修復します。 

整合性検査 

Consistency Check 
ロジカルドライブ 

ロジカルドライブの整合性を設定された順番にチェックしま

す。不整合を検出した場合、自動的に修復します。 

 

 

1-8-1. Patrol Read 設定について 

 

MSMの Patrol Read Interval（実行間隔）設定 

推奨値： Monthly（1ヶ月間隔） 

 

特別な理由がない場合は、Monthly を設定してください。 

Disableに設定し稼動状況などを考慮した上で手動で実行されても問題ありません。 

 

SSDを搭載している場合は、MSM の「Select Patrol Read mode」設定を「disable」にすることを推奨し

ます。出荷時設定は「disable」になっています。 
 

 

1-8-2. Consistency Check設定について 

 

MSMの Start on（開始日）設定 

推奨値：5年以上先の未来日 

 

「実行間隔」設定において「disable」を設定した場合、MSM メニューから Schedule Consistency Check

の項目が表示されなくなる為、「Disable」は設定せず、上記の通り開始日の設定にて、未来日を設

定しています。 

 

Patrol Readと Consistency Checkが同時に動作し過負荷状態となることを避けるため、特別な理由が

ない場合は、上記の設定とし、稼動状況などを考慮した上で手動で実行されることをお勧めします。 
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1-8-3. パトロールリード 手動実行手順 

※ パトロールリードを開始する場合は、Consistency Check を停止することをお勧めします。 
 

※ SSD を搭載している場合は、パトロールリードを設定しても実行されません。 

「Select Patrol Read mode」の設定を「disable」に設定することをお勧めします。 

 

[Physical]タブ（または[Logical]タブ）を開き、RAIDカードを選択した状態で右クリックし、[Start Patrol Read]

をクリックします。 

 

 
 

警告画面が表示されるので、[Yes]をクリックすると、パトロールリードが開始されます。 

パトロールリードを停止させたい場合は、上記同様の手順で[Stop Patrol Read]をクリックします。 

 

 

 
※SSDを搭載している場合、以下のメッセージが出力されパトロールリードを実行することができません。 
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1-8-4. パトロールリード スケジュール実行手順 

 

※ スケジュールを設定する場合は、Consistency Checkのスケジュールを確認の上、動作が重複しないよう設定されること

をお勧めします。 

 

※ SSD を搭載している場合は、パトロールリードを設定しても実行されません。 

「Select Patrol Read mode」の設定を「disable」に設定することをお勧めします。 

 

[Physical]タブ（または[Logical]タブ）を開き、RAIDカードを選択した状態で右クリックし、[Set Patrol Read 

Properties]をクリックします。 

 

 

「Patrol Read – Set properties」画面が表示されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① Select Patrol Read mode：定期的に実行したい場合は「Automatic」を選択します。 

推奨値：Automatic （または Disableに設定し手動で実行することをお勧めします。） 

SSDを搭載している場合は、「disable」に設定することをお勧めします。 

  

② Maximum number of Physical drives allowed for Patrol Read concurrently： 

同時に実行する物理ドライブの最大数を設定します。 

 

③ Include the Virtual drives for whose physical drives,Patrol Read should be performed:Available Virtual 

drives ：実行可能な論理ドライブが表示されます。実行したいドライブを選択し[Add]ボタンで「Include Virtual 

drives」に移動させます。(通常は、Add All を選択してください) 

 

④ Patrol Read Interval：実行する間隔を選択します。（Hourly、Daily、Weekly、Monthly） 

  推奨値：Monthly（または上記①の Patrol Read mode にて Disableを設定し手動にて実行することをお勧めしま

す。） 

 

⑤ Patrol Read Schedule：開始する日時を選択します。すぐに開始させる場合は「Perform Patrol Read when I press 

OK」にチェックをいれます。装置の稼動負荷が軽い期間帯を設定することをお勧めします。 

 

設定が完了したら、[OK]をクリックし、確認画面が表示されるので、[OK]をクリックします。 

① 

② 

④ 

⑤ 

③ 
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1-8-5. Consistency Check(整合性検査) 手動実行手順 

 

※ Consistency Check を実行する場合は、パトロールリードを停止することをお勧めします。 

 

検査開始前に、整合件検査のプロパティで検査中にエラーが発生した時の動作を設定できます。Logicalビューで

RAIDコントローラを選択し、[Go To] → [Controller] → [Set Consistency Check properties] を選択します。 

 
 

Stop Consistency Check on Error ･･･ 検査中にエラーが発見された場合、検査を中止します。 

Continue Consistency Check and Fix Errors ･･･ 検査中にエラーが発見された場合、修復し検査を続行します。 
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MSMにログインし、メニューから、[Manage]→[Check Consistency]をクリックします。 

 

 
 

Consistency Checkのグループウィンドウが開きます。 

検査したいロジカルドライブにチェックを入れます。(全て行う場合は Select Allで一括選択可能です) 

選択後、スタートボタンを押します。 

 

 
 

Logicalビューから検査したいロジカルドライブを選択、右クリックすることでもスタートすることができます。 
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RAID再構築等を実施し、スロー初期化を実行していない場合、 

初回の実行時以下のウィンドウが開く時がありますが、Yesを押してください。 

※MSMのログに Warningが出ますが、問題ありません。 

 

 
 

メニューから、Manage→Show Progress をクリックすると進捗を確認できます。 
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1-8-6. Consistency Check(整合性検査) スケジュール実行手順 

 

Logicalビューで RAIDコントローラを選択し、[Go To] → [Controller] → [Schedule Consistency Check]を選

択します。 (Logicalビューの RAIDコントローラ選択、右クリックでも可能です) 

 

 
 

 

以下は、2017年 8月 19日月曜日 3:00から毎週土曜日に、全ての論理ドライブに検査を行なう場合の設定例です。 

 

 

  

 

 

③  
⑥  

④ ② 

⑤  

①  
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※ Consistency Check を実行する場合にはパトロールリードを停止することをお勧めします。 

 

① 実行間隔の選択 

Hourly,Daily,Weekly,Monthly から選択（推奨値：Monthly） 

※Disableは設定しないでください。 

設定した場合、MSM メニューから Schedule Consistency Checkの項目が表示されなくなります。 

 

MSM メニューから表示が消えてしまった場合、WebBIOS 設定で CC(Consistency Check)設定を変更することで 

再度メニューに表示させることができます。WebBIOS 画面を表示させるには装置の再起動が必要です。 

 

② 実行する Virtual Drive の選択 

[advanced]ボタンをクリックし、advanced画面を表示させます。「実行する Virtual Drive」にチェックしま

す。 

 

③ 実行モードの選択 

[advanced]ボタンをクリックし、advanced画面を表示させます。 

  Mode欄の「Consistency check mode」で適切なモードを選択（推奨値：Sequential） 

 

④ Run consistency check continuously 

連続的に実行する場合はチェックを入れてください。 

 

⑤ 開始日の設定 

Start on のプルダウンより、開始する日にちを選択します。（初期値：5年以上先の未来） 

※初期値は出荷時期により変更することがあります。 

上記の通り未来日を設定し、手動にて実行することをお勧めします。 

 

⑥ 開始時間の設定 

Start timeのプルダウンより、開始する時刻を選択します。装置の稼動負荷が軽い期間帯をお勧めします。 

 

[OK]ボタンをクリックすると設定が保存されます。 

確認画面が表示されるので[OK]をクリックし終了します。 

 

[Cancel]ボタンをクリックすると設定を保存せず終了します。 

確認画面が表示されるので[OK]をクリックし終了します。 
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1-9. MSMによる RAID の構築 

MSMの GUI画面からも、RAIDを構築することができます。 

[Dashboard]-[Actions]-[Create virtual drive]から実施します。 

作成方法は、WebBIOSによる RAID構築の手順と同様です。 
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1-10. HDD／SSD障害時の MSM画面 

初期設定では、ホットスペアが設定されていますので、ディスク障害時にはスペアディスクに対して自動でリビ

ルドを開始します。障害ディスクについては、スロットから引き抜き、新たなディスクと交換してください。 

 

ホットスペアなしの RAID構成の場合は、新規ディスク（UnconfiguredGood の状態の HDD/SSD）を挿入すると、新 

規ディスクに対して自動でリビルドが開始されます。 

 

 

 

＜ディスク障害時の MSM画面＞ 
障害ディスクが赤で表示されます。 

 
 

 

障害ディスクのドライブキャリア LED（左側）が赤点灯するので、対象ディスクの確認が可能ですが、LEDが点灯

しない等で判断できない場合は、MSM画面で障害ディスクを選択した状態で右クリックし「Start Locating Drive」

を実行すると、障害ディスクが赤点滅するので対象ディスクを特定できます。確認後は「Stop Locating Drive」

で停止させてください。 

 

 

＜留意事項：コピーバック動作について＞ 

2013年 11月以降に出荷時した製品については、コピーバック機能を無効で出荷しております。 

本設定変更は、ある条件においてアラーム音が鳴り続ける事象に対する処置となります。 

設定の変更は極力行なわないようお願いします。 

 

＜補足＞ 

コピーバックとは、RAIDグループ(バーチャルドライブ)に参加している HDD/SSDが故障した際、ホットスペア設定を

行なっている場合、自動的にリビルド処理が行なわれます。リビルド処理完了後、故障した HDD/SSDを新規 HDD/SSD

に交換した時、交換された HDD/SSDに対して自動的にコピー処理が開始され、元々ホットスペアだったスロットの

HDD/SSDが再度ホットスペアに戻る(正常稼働時のホットスペアのスロット位置固定)機能のことです。 
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